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通俗語源説 と 「關伽」の問題点

ヰ 島 」ー禾 夫*

SomeRemarksontheFolk-etymologyinReferencetothe

OriginoftheJapaneseBuddhisticLoanWord,Aka

TOSh10NAKAJIMA

(1976年9月13日 受 理)

(1)

通 俗 語源説 または語源俗解 とは史 的根拠の ない非科学 的な しろうと語源説の ことをいう.

例 えば,床 屋談 義の一つ にあ るバ リバ リ刈 るか らバ リカ ンだ とい った類いであ る.そ の実バ

リカンは明治 もかな り早 い年代 に初めて フランスか ら輸入せ られ,そ の製 作所の名前Bari-

quantetMarreの 前 半分 をと って その 名称 と したのがそ もそ もの始 まりで あった1).そ の

後 日本で も大阪 をは じめ各地で製造 され,電 動式 にな った今 日で もなお電気バ リカンの名

で呼ばれて いる.慣 れ と呼び易 さの故で あろ う.

今 アメ リカで流 行をみてい るcheeseburger,chickenburger,shrimpburger等 はham-

burger(Hamburgに 由 来す るステーキ)のhamを 語源俗解流 に類推 した結果,hamに

代 え るにそれぞれcheese,chicken,shrimp等 を以 って した もので ある2).

又 時 代は さかのぼ るが,中 世英 語berfrayは 古 期 フランス語berfrei,berfroi(望 楼)

か らの借用語であ る3).後 に教会の鐘 への類推か らbelfry(鐘 楼)と 誤綴 され るよ うにな り,

そ れが民衆 心理に支え られて普及 した結果,そ もそ もの誤綴 が正統 語 として現代英語 に引

き継がれた ものであ る.つ ま りber一 がbel一 と誤綴 され一般 に普及 した過 程に通俗語源

によ る類推作用の支えを認め るものである.

ま た大豆の意味の中世英語 は単数pese,複 数pesenで あ って,そ れぞれpeas,peasen

の形 で17世 紀 までつ づいたが,そ の後peasのsが 複 数のsと 思い違 え られ,以 後単数

形はsを 除 いたpeaと な り,従 来の複数形peasenは 廃 語とな った.い わ ゆる逆成語

(Back--formation)の 現 象で ある4).こ の 種の逆成語の形成 をみ る過程 にも通俗語源の 形

跡 を認め るものであ る.

ま た国語における,日 く何 々の略,何 々の転 とす る類型 的語源説の 中に到底納得 しかね

る通 俗語源の例 が極 めて 多い.

例 を 「ねこ」 にとると,小 学館 日本国 語大辞典 は,諸 家の語源説 を列記紹介 す る欄で,

新 井 白石の 「東雅」 か ら引用 して,CCネ コマの略.ネ は鼠の義.コ マは カ ミ(神)の 転.

(東雅)》 と要約 してい るが,《 コマはカ ミ(神)の 転.))な ど と新井 白石全集第四巻所載の

「東雅」 には書 いて いない.問 題の箇所は((コ マ といひ クマ といふは転語 也.鼠 の畏 る＼

所 なるをいひ し也・今俗 にネコといふは其 語の省け る也の とな って いる.白 石の 「ね こ」
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についての語源説は上に引いた原文を以って補正することによってほぼ推察することはで

きる.こ うした何々の略 とか何々の転 とか独断的にきめこむ語源解こそ筆者の言わんとす

る通俗語源説の好例といえよう.因 みに 「ねこ」の新 しい語源説に,擬 声語ネに接尾語 コ

の附 したるものというのがある5).参 考すべき明解と思われる.

(2)

《清 げな る童な ど,あ また 出で きて,關 伽 たてまつ り,花 折 りなどす る も,あ らはに見

ゆ.))(振 り仮 名省略)

源 氏物語,若 紫 岩波文庫本

玉上琢弥源氏物語評釈 によると,((小 綺 麗な女の童 などが,大 勢 出て来て,仏 前 に水 を

供 えた り,花 を折 った りす るの も,す っか り見通せ る.》 云 々 と口訳 されてお り,さ らに

關加 については,((仏 に供 える水,梵 語argha.》 と簡注 もあるが,ま さしくその通 りであ

る.

有 名なArthurWaleyのTheTaleofGenjiで は 同 じ箇 所 を,

"Justthenapartyofnicelydressedchildrencameoutofthehouseandbeganto

plucksuchflowersasareusedforthedecorationofaltarsandholyimages."

ChapterV,Murasaki

と英 訳 され,肝 心の仏 に供え る水,關 伽 の ことは全然無視閑却せ られてい る.

R.H.Blythほ か 多数校 ・編 のJapanese-EnglishBuddhistDictionaryに よ れば,

``關伽argha
,arghya.Somethingvaluable,anofferingtotheBuddha.Hence,1.a

utensilusedforofferings,II.offeredwater."と 最 も簡 にして要をつ くした明解を掲げて

い る.

梵 語学の権威,荻 原雲 来は遺著梵 和大辞典 においてarghyaを 貴 重な る,価 値 ある;客

に呈 する水,(中 略)關 伽水 と訳 し,arghaの 項 下には,《 此の語は しば しばarghyaと 混

用せ られている.)と 附 注 している.お もうに園伽 の原 語 としては,arghaを 關伽 水の原

語 と して は,arghyaを と るべ き もの と考 える.

こ れを要 するに,関 伽 におけ る水 とは仏 に供え る功徳水6)の こ とで あって,日 常生活用 の

水 のことで はないので ある.

梵 語で水 を意味す る本来の ことばは,uda;udakaで あ る.(但 し前者は合成語の語頭乃

至語末 に限 り 使われ る形で ある.)現 代 ヨーロ ッパ 諸言語の うち,例 えば 英 語のwater,

ドイ ツ語のWasser,オ ラ ンダ語のwater等 の ゲルマ ン語派系の ことばは,い ずれ も上 記

の梵語udaを 経 てイ ン ド ・ゲルマ ン(印 欧)語 族共通 の祖語*ud一 に さかのぼ る訳で あ

る.一 方 フランス語eau,イ タ リー語aCqua,ス ペ イ ン語agua等 の 如 く俗 ラテ ン語 を共

通 の母語 とす るロマンス系 諸言語 にありては,ひ とし くラテン語aqua(水)に さかのぼ

る.梵 語argha(關 伽)と は偶然似通 った語形 を しては いるが,両 者は全 く関係のない他

人 の空似で ある.こ の意味 にお いて楳垣 実編増 補外来語辞典が,ア カの項下で,《(前 略)

梵 語では 「供養」の意だか らラテン語aquaと は 無関係・(下 略))と 附 注 を加えてい るの

は,学 問的態度で ある.

山 中裏太著地 名語源辞典はただ に学術資料 としてばか りでな く一一個の読物 として も興趣

つ きない好 著で あると信 じるが,と きに納得 しがたい語源説 に遭 遇す る.例 えば,(前 略)

《關伽(ア カ)と い う仏教用 語は 「水」 の意.))と 速 断 した り,《 次 に仏教用語關伽(ア カ)

で あ るが,こ れは水 を意味す るボン語(中 略)arghaに あてはめた文字で,ラ テ ン語で水
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をaqUaと い い,英 語でaqUariUm(水 族 館),aqUatiC(水 の,水 産の,水 草,水 生動物)

な どとい うaquaと 同 源の語で ある.))云 々 と述 べているが如 きで ある.

繰 返 しい うまで もな くarghaは 本 来の水 を意味す る梵 語ではな い.す で に独断乃至早

とちりを踏 まえての語源談 義で あ る.正 面切 って 反駁 するに値 しない,い わ ゆる語源俗解

の好 例で あろ う.

た だ((ラ テ ン語で水 をaquaと い い,(下 略)J'云 々 だけについていえば,元 来英 語には

waterと い う生活 に密着 した本来の ことば が存在 して いる上 に,大 方の ヨーロ ッパの諸国

語で も行 われてい るよ うに学術用 語や関連合成 語に,従 来 か ら共通の学術用 語と認 め られ

来 った ラテ ン語か らaqua一 を借用 し,併 用 し来 ったまでの ことで ある.か か る言 語史 的

事情をば全 く考慮 にいれ ないで,に わか にラテ ン語aquaと 同源云 々にまで飛躍 すること

は見のが し難 い語源俗解で あ る.

ま た ラテ ン語aquaに 触 れ るな らば,同 じ く水 を意味す るギ リシア語hyd6r起 源 の接

頭辞,hydr;hydroに も言及 しなければ片手落 ち とい うべ きで あろ う.… 一見相似性 に欠け

るよ うではあ るが,こ わこそまさ しく梵語の水,uda;udakaと 同源で あ り,こ れ に反 し

よ く似 た語形 は して いるが,ラ テ ン語aquaと 梵 語arghaと は あ くまで無 関係で ある.

これ を要す るに,一 見似通 った両 語を,言 語史 的解明 を経な いで無頓着 に結びつけ よう

とす るところに,通 俗語源説の根本 的体質が ある.
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Summary
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